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	公益財団法人日本医療機能評価機構（以下「評価機構」という｡）における病院機能評価の実施については、本実施要領に定める。
	②「自己評価調査」
	「病院機能現況調査票」を参照のうえ、診療管理者（院長・副院長等）、看護管理者（総看護師長・看護部長等）、および事務管理者（事務長・事務部長等）のそれぞれが、所定の設問に回答する。
	各々の管理者は、自己評価の対象領域を適切に分担し、十分に合議したうえで最終的に院長がとりまとめを行い、期日内に所定の方法にてデータ登録・提出する。
	※２００床以上の病院が主たる機能種別として「一般病院１」を選択した場合は、審査体制区分２を適用する。
	なお、複数の機能種別を同時に受審する場合には、上記の体制に加え、１機能につき１名のサーベイヤーが加わる。
	７．再審査
	（１）認定留保の病院は、評価Ｃの項目について、改善に取り組んだうえで、再審査を受審するものとする。
	（２）再審査を希望する病院は、審査結果報告書を受領した日の翌日から６か月以内に受審するものとする。
	（５）再審査の結果、改善が確認された場合には、「認定証」を交付するものとする。
	８．確認審査
	（１）条件付認定の病院は、評価Ｃの項目について、改善に取り組んだうえで、確認審査を受審するものとする。
	（２）条件付認定の病院は、指摘された改善要望事項に対応し、審査結果報告書受領後、示された期間内に確認審査を受審するものとする。
	（５）確認審査の結果、改善が確認された場合には、条件を解除した「認定証」を交付するものとする。
	（１）最終的な審査結果報告書で評価Ｃとされた評価項目のうち、評価機構が必要と認めたものについて、病院は当該認定開始日から起算して３年目において改善審査を受審するものとする。
	（４）評価機構は、改善審査の結果、改善が確認された場合には、評点の変更ができるものとし、正当な理由なく示された期間内に改善審査を受審しなかった場合または改善がなされていない場合には、認定留保とすることができるものとする。
	１１．評価料は契約書のとおりとする。
	１２．認定期間中の確認
	附　則
	１． この実施要領は、平成２０年１０月１日から施行する。
	２． この実施要領の改正は、平成２１年４月１日から施行する。
	３． この実施要領の改正は、平成２２年４月１日から施行する。
	４． この実施要領の改正は、平成２３年７月1日から施行する。
	５． この実施要領の改正は、平成２４年１０月1日から施行する。
	６． この実施要領の改正は、平成２６年１０月1日から施行する。
	７． この実施要領の改正は、平成２７年４月1日から施行する。
	８． この実施要領の改正は、平成２９年７月1日から施行する。ただし、９．改善審査は、平成３０年４月１日以降に機能種別版評価項目3rdG:Ver.2.0で訪問審査を受けた病院に適用し、それ以外の病院については、なお従前の例による。
	９． この実施要領の改正は、２０２２年４月１日から施行する。ただし、４．（２）については、２０２３年４月１日以降に機能種別版評価項目3rdG:Ver.3.0で訪問審査を受けた病院に適用し、それ以外の病院については、なお従前の例による。

